
 

 

令和元年度 
 

 

総務文教常任委員会 

視察研修報告 
 

 

 

 

期  日：令和２年１月２９日(水) 

 

調 査 地：（１）石川町モトガッコ 

         （２）会津美里町複合交流施設内図書館 

 

調査内容：（１）旧小学校をリノベーションして開館し   

ている図書館運営について 

（２）役場庁舎の新築と合わせて複合施設

内図書館の取り組みについて 

 

 

 

国見町議会 
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令和２年 第１回総務文教常任委員会 視察調査報告書 

令和２年２月４日 

 

国見町議会議長 東 海 林 一 樹  様 

                                報告者 松 浦 和 子 

 

 

【実施日】     令和２年１月２９日（水） 

 

【所管事務調査】  生涯学習課   

           

【視察地】     （１）石川町モトガッコ（石川郡石川町） 

          （２）会津美里町図書館（大沼郡会津美里町） 

 

【内 容】（１）石川町モトガッコ 

       庁舎の移転等に伴い、町内の空洞化、町中の賑わいを取り戻すべく、

統合で廃校になった小学校をリノベーションして多くの利用者が見込

める複合施設を目指した建物であった。 

          図書館の面積は施設全体の約４割弱、蔵書数は平成３０年度末で２

３，０８９冊内児童書数は８，１４７冊で全体の３５．３％。利用年

齢層は小学生１９．３％、４０代１９．２％、７０歳以上１７．７％

となっている。図書館の運営は、現在、民間企業に委託しているが、

今後、どうするか課題である。 

（２）会津美里町図書館 

会津美里町役場複合文化施設（じげんプラザ）に設置された図書館

は、平成３０年度から２０回以上の視察研修や開設準備会において検

討を重ね令和元年５月７日にオープンした図書館である。 

蔵書数は令和元年１２月末で２０，６９９冊内児童書数は７，６６８

冊で全体の ３７％で、利用年齢層は小学生が２２．７％、６０代が

１９．０％、３０代が１２．７％である。図書館の司書は地域おこし

協力隊として来町した大阪出身と埼玉出身の女性が 担当しており、

様々な工夫を凝らして図書館の魅力をアピールしている。 

 

【感 想】 石川町モトガッコ図書館は、大がかりなリノベーション、それもあまり

耳慣れない減築工事が主な事業費と伺い驚きました。現在も駐車場整備な

ど継続中でしたが、自然環境に恵まれた施設ですので、町内外の読書家に

は、魅力的な図書館として、足を運んでいただきたい施設です。 

        会津美里町図書館は、役場庁舎と複合文化施設が「じげんプラザ」の愛
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称で棟続きになっております。その中に今年の 5 月に開館 1 周年を迎える

図書館があります。室内はとても明るく好印象の図書館で、役場との行き

来が自由に出来る図書館には多くの人が訪れていました。また、福島県立

図書館長のアドバイスをいただきながら進めたとの説明に我が町の図書室

を思うと、羨ましいのひと言でした。どちらの図書館も雑誌と児童図書が

豊富で３０代４０代の女性が多いというのもうなずけます。 

また、図書館だから出来るものも多くインターネット閲覧席や学習コーナ

ーも整備されており、大変レベルの高い図書館だと思います。図書館とは

こんなに楽しい場所だったのだと思いました。当町の図書室も図書館とな

り、町民が足しげく通える場所になることを期待します。 
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令和２年 第１回総務文教常任委員会 視察調査報告書 

令和２年２月５日 

 

国見町議会議長 東 海 林 一 樹  様 

                              報告者 松 浦 常 雄

   

【実施日】     令和２年１月２９日（水）   

           

【視察地】     （１）石川町モトガッコ（石川郡石川町） 

          （２）会津美里町図書館（大沼郡美里町） 

  

【内 容】（１） 石川モトガッコは、３階建ての旧石川小学校の校舎をリノベーショ 

ンして,集会施設(公民館)、図書館、児童福祉施設の３つを有する複 

合施設として造られられたものである。改修費は約１０億１千万円 

という。町庁舎の移転等による市街地の空洞化対策として、町の賑 

わいを取り戻すために造られたものである。図書館は、７１９．０ 

７㎡。H３０年度末蔵書数２３，０８９冊、 うち児童書８，１４７ 

冊で３５．３％。令和元年度の運営費１７，７８０千円、図書購入 

費５００万円で、利用層の割合は、多い順から、小学生１９．３％， 

４０代１９．２％、７０才以上１７．７％である。図書館の運営の 

課題は、現在民間の業者に年間１千万円で委託しているが、今後検 

討する。 

（２） 会津美里町は、新築した役場庁舎に公民館、図書館を併設している。

会津美里 図書館は、広くてきれいな館内に、比較的高さの低い安定

感のある書棚、ゆとりある読書スペース，パソコンによる検索機能２

台が備えられている。個人に読書記録のノートを持たせ，一定の冊数

に達するとバッジを与えるなど意欲を増すような工夫をしている。図

書館の準備の段階から、司書の資格を持つ地域興し協力隊員を２名採

用し、図書の整理や運営に加わったことが大いに役に立ったという。

令和元年５月オープン以来、図書館が役場に併用していることにより

交流の場になったり、図書館を中心にイベントが開催されるようにな

った。 

【感 想】  石川町のモトガッコは広く、明るい空間で子供も大人も読書を楽しめ

る図書館である。 

会津美里図書館はすぐ近くに大きな保育園があり、その保護者や、役

場や公民 館に来る人など利用者が多い。また、イベントがあり、子供

から大人まで楽しめる場となっている。国見町にもゆったりとして、読

書をして楽しめる雰囲気の図書館がほしいとおもった。 
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令和２年 第１回総務文教常任委員会 視察調査報告書 

令和２年２月４日 

 

国見町議会議長 東 海 林 一 樹  様 

                               報告者 八 島 博 正

  

 

 

【実施日】     令和２年１月２９日（水）   

           

【視察地】     （１）石川町モトガッコ（石川郡石川町） 

          （２）会津美里町図書館（大沼郡美里町） 

  

【内 容】（１）石川町図書館 モトガッコ見学研修 

        説明者 石川町図書館長  

（２）会津美里町 役場と併設図書館 

    説明者 会津美里町教育長 

        図書館主任主査 

（３）図書蔵書購入費 石川町   ５，０００千円 

     会津美里町 ７，８００千円     

【感 想】  石川町モトガッコは町の小学校の統廃合により廃校になった石川町小

学校の再利用施設として中心地の活性化の為、赤ちゃん広場や子供達の

屋内遊び場、及び児童クラブ、地域の集会所、キッチンスタジオ及びオ

ープンスペースとして約１０憶円をかけて３階建ての小学校を一部２階

建て、1階建てに利用するリノベーションしたものです。現在、駐車場を

整備中で、すばらしい施設になると思いました。 

     会津美里町図書館は水田の基盤整備事業により集約した土地に役場、

公民館、及び図書館、フリースペース等を一カ所に集約し、建設された

ものです。図書館は多少狭く感じたが新しい図書館としてのあり方とし

て大変参考になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

 

令和２年 第１回総務文教常任委員会 視察調査報告書 

令和２年２月７日 

 

国見町議会議長 東 海 林 一 樹  様 

                           報告者 佐藤  孝 

 

 

【実施日】     令和２年１月２９日（水） 

 

【所管事務調査】  生涯学習課   

           

【視察地】     （１）石川町モトガッコ（石川郡石川町） 

          （２）会津美里町図書館（大沼郡会津美里町） 

 

【内 容】（１）石川町モトガッコ 

        平成３１年４月より旧石川町小学校を改修し、公民館・図書館・子

育て支援施設「文教福祉施設」として総工事費約１０憶円でスタート

した。図書館は 719㎡で蔵書は 23,000冊、30,000冊を目標としている。

一日平均 15名が利用している。運営主体は民間に委託していて、４人

体制で司書２人が常駐している。図書の購入は利用者からの意見など

を踏まえて、委託業者が判断している。 

（２）会津美里町図書館 

          役場と図書館、文化ホールを備えた複合施設で、木の温かさが感じ

られる施設である。昨年５月オープンで総工事費約３３憶円である。

図書館は約 500 ㎡で蔵書は 20,700 冊、当面 30,000 冊を目標としつつ

も、町民への寄贈呼びかけもあり、現在は処理しきれない数が保管さ

れている。 

          利用者一日平均 120名で近隣施設と比較し、相当多いとのことであ 

る。運営は直営で担当者は３名おりうち２名は地域おこし協力隊員で、 

具体の企画運営は隊員が担っている。なお、情報システム運用および 

目録データベース関連業務は民間に委託している。石川町同様に、室 

内は明るく書棚も低く、とても探しやすい。検索機も２台配置され、 

CD・DVD視聴も可能となっている。 

         図書館、生涯学習センター（本郷、新鶴）、本の郷（本郷小）と連携し

ており、センターとはデータすべてがネットでつながっている。協力

隊員２名の存在が大きく、例月の図書館だより発行や隊員の発想で、

100 冊借りるとバッジがもらえるアイデアが若年層や高齢者の利用に
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繋がっている。 

 

【感 想】 石川町モトガッコは町中心地の空洞化対策として複合施設を建設しており、

行政の効率化を考えれば時代に即した施設だと思う。しかし一方、冬季だと

いうことなのか、旧小学校ということかは不明だが、子育て支援施設を兼ね

備えているにもかかわらず、施設内がなかり寒かったのが気にかかる。図書

館は、書棚が低く、幼児などの低年齢者向けの本は、出入り口に配置し配慮

が伺えた。また、靴を脱ぐようになっており、室内の清潔感が感じられ、蔵

書数からみればスペースに余裕があり、本町と比較すれば、照明の明るさな

どを含め、ゆとり感があった。 

  会津美里町図書館の特徴的な印象とすれば、運営と利用者が一体となって 

いるように感じた。また、各支所と情報が共有化され、町民にとって身近な 

施設で利用できるメリットがある。不安材料があるとすれば、協力隊員が令 

和３年３月で満了となり、その後の企画運営をどうするかという点と、もう 

一つは寄贈図書の整理が追い付いていないことだ。この施設は蔵書数はまだ 

まだ少ないものの、町の重要施策として位置づけられており、会津館内をリ 

ードする施設に成長してほしいと思った。 

 


